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ウェルネス空間「そと部屋®」の開発
Development of Wellness Space “SOTOBEYA”
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技術開発の背景と目的
　近年，経済産業省から健康を保持・増進する行動を誘発する「健康経営オフィス」が推奨され，アメリカでは使用者の健康に配慮した建物を
評価する「WELL認証」が広まっている。さらに，SDGs やESGへの関心も増え，健康や知的生産性が求められるオフィス・住宅・病院・学校な
どで「ウェルネス」をサポートする空間設計に対するニーズが高まっている。本技術開発は，健康と最先端のイノベーションを求める顧客や社会
のニーズに応えることを目的とする。

技術開発の成果と活用
　「そと部屋」は室内の安定性と屋外の心地よさを両立し，地下や高層ビルなど屋外にアクセスしにくい空間レイアウトにおいても高い開放感
をもたらすことをコンセプトとした独自の空間デザインである。当社技術研究所本館のコミュニケーションスペースのリニューアル工事では，空
からの光を室内に模擬する天井装置「スカイアピアー」と，屋外のリアルタイムの音風景を内部に取り込む音場制御装置「サウンドエアコン」の
二つの環境制御技術によって，「そと部屋」のデザインを比類なきものとした。「スカイアピアー」は，空の見え方の特徴である「開口色」を上方
に出現させ，天井面を奥行きのある天空と錯覚させる特徴をもつ。「サウンドエアコン」は，エアコンが空気の温湿度を快適に制御するように，
屋外の音風景が持つ荒々しい部分を抑制しつつ，心地よい部分を強調して室内に快適に取り込むことで，開放感とリラックス効果を高める。こ
のリニューアルにより，天候や季節によらず使用できる室内のメリットを合わせ持った自然のゆらぎが適度に凝縮された開放的な空間を実現し
た。今後，オフィスや病院などを中心に広く適用を進めていく予定である。

開発方法
　室内空間に植物などの自然の要素を取り込むバイオフィリックデザイン，屋上庭園や吹き抜け空間，天井高の高い開放的な空間デザインを
推進する一方で，これらの空間デザインに光や音などの室内環境の各技術分野の能動的な環境制御を融合させることにより，空間レイアウトに
よらずにウェルネスを実現する技術開発に取り組んだ。2018年の試行・試作期間を経て，2019年に「スカイアピアー」と「サウンドエアコン」を
「そと部屋」の要素技術として確立した。技術研究所本館研究棟を実証オフィスとした実証実験（慶應義塾大学伊香賀俊治教授および産業医
科大学柳原延章名誉教授と共同実施，第一期2018年7月～2018年10月，第二期2019年10月～2019年11月）では，「そと部屋」で活動した際
の生理面（疲労，自律神経活動の測定），心理面（リラックス，ストレス等に関するアンケート），知的生産性（単純作業，創造的作業のパフォー
マンス，議論の質）について定量的に評価し，ウェルネスに及ぼす影響を把握した1)。
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